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● 8月11日～21日 

      入所ショッピング 

● 8月12日 

      調理クラブ 

● 8月19日・28日 

      かき氷 

● 8月26日・27日 

      そうめん流し 
 

※コロナウイルス感染拡大の状況に応じて

行事に変更が伴う場合があります。 

  

 

  感染対策として『面会制限』を取っている関係でご家族の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしております。 

  今なお、全国的に新型コロナウイルス感染拡大が懸念されていますことを受けて、面会制限をもうしばらく 

  継続いたしますことをご理解くださいますようお願いいたします。 

  尚、ご不便をおかけしているため、タブレットを使用しオンライン面会を実施しております。 

  時間：平日の8：30～17：30まで可能です。事前にお電話でのご予約をお願い致します。 

             

 

お知らせ 

 

新
人
職
員
紹
介 

長松大地 生活支援員 

竹下愛美 生活支援員 

谷脇舞佳 生活支援員 

グループホームだより 

『七
夕
飾
り
・半
夏
生
饅
頭
づ
く
り
』 

 
六
月
か
ら
協
力
し
て
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
作

り
ま
し
た
。
短
冊
に
「い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！
」な
ど
、
願
い
事
を
書
き
ま
し

た
。
半
夏
饅
頭
作
り
は
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
丸

め
ら
れ
午
後
の
お
や
つ
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

『ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ン
カ
ー
テ
ン
と
料
理
作
り
』 

 

今
年
も
優
勝
を
目
指
し
て
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
ま

し
た
が
、
日
照
不
足
や
大
雨
の
影
響
で
十
分
に

成
長
で
き
ず
、
隙
間
の
空
い
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
に
な
り
ま
し
た
。 

沢
山
収
穫
で
き
「ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
酢
の

物
」な
ど
に
し
て
み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。  

    

           7月4日の豪雨により被災されました関係各位の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

  幸いにも当法人は高台にあり被害はありませんでしたが、多くの職員が被災しました。被災されました皆様は、 

  今でも復旧作業に追われる日々かと存じますが、猛暑が続きますのでお身体に十分気を付けて頂き、一日で 

  も早く日常の生活が戻りますよう心より祈念申し上げます。 

  また、関係各位より過分なるご心配のお言葉、 

  支援物資等を頂きましたことに心より御礼申し上げます。 

社会福祉法人 光輪会  役・職員一同  



広報つわぶき 

今回も利用者様のリクエストにお応えして、『抹茶緑・ピンク・白』

の３色団子を作りましたよ！ 

白玉粉に水を入れてこね、お好みの色付けをして丸くや平たく形

を整えて川田様・竹本様担当のゆでるコーナーへ運び、浮き上

がるまでしばし待って、その後冷たい氷水にとり、その後３色団子

に自分の好きなトッピングをのせておいしく頂きました。 

Welcome！ 

    実習生 
短い期間ではありましたが、感

染対策を十分に取りながら中

九州短期大学と芦北高校福

祉科からの実習生を受け入れ

ることが出来ました。実習中に

彼らが考案したレクレーション

をご利用者と一緒に行って楽

しませてもらいました。また、ご

利用者のケアの実習にも積極

的に取り組まれました。 

川
口
様
お
味
は
い
か
が
で
す
か
？ 

蟻
川
様
お
い
し
い
で
す
か 

ま
ん
丸
に
し
ま
す
よ 

お
い
し
く
茹
で
ま
す 

広報つわぶき 

 今年も利用者様と職員が協力して、入所・

つわぶきの家・生活センターと３本の七夕飾り

を作製し飾り付けをしました。 

毎年思いますが、飾りを作っている間はみん

な童心に帰って『綺麗ね！この飾りよかね！』

と話しも弾みます。 

そして飾り付けは真剣な表情で！終わった後

の、写真撮影では利用者様の笑顔が満開に

なります！ 

今年の七夕は、残念ながら『織姫と彦星』は

会うことが出来ませんでしたが、石蕗の里では

利用者様と職員の願い事が叶うようにといつも

より長く飾らせていただきました。 

 願いが叶いますように 


